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上
田
正
行
昭
和
十
八
年
十
月
七
日
生
履
歴
昭
和
４１
年
３
月
富
山
大
学
教
育
学
部
中
学
校
教
員
養
成
課
程
（
国
語
専
攻
）
卒
業
昭
和
４４
年
３
月
東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
昭
和
４７
年
３
月
東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
昭
和
４７
年
４
月
東
京
都
立
江
北
高
等
学
校
教
諭
昭
和
４８
年
４
月
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
講
師
昭
和
５０
年
４
月
島
根
大
学
教
育
学
部
講
師
昭
和
５４
年
４
月
島
根
大
学
教
育
学
部
助
教
授
昭
和
５８
年
４
月
金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授
平
成
４
年
４
月
金
沢
大
学
文
学
部
教
授
平
成
８
年
４
月
金
沢
大
学
大
学
院
社
会
環
境
研
究
科
教
授
を
併
任
平
成
１８
年
４
月
金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
教
授
を
併
任
平
成
２０
年
４
月
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
歴
史
言
語
文
化
学
系
教
授
平
成
２１
年
３
月
定
年
退
職
研
究
業
績
目
録
単
著
１

外
・
漱
石
・
鏡
花
―
実
証
の
糸
平
成
１８
年
６
月
翰
林
書
房
２
中
心
か
ら
周
縁
へ
―
作
品
、
作
家
へ
の
視
覚
平
成
２０
年
８
月
梧
桐
書
院
編
著
１
石
川
近
代
文
学
全
集
１６
巻
近
代
詩
平
成
３
年
１０
月
石
川
近
代
文
学
館
２
ふ
る
さ
と
文
学
館
２１
巻
石
川
平
成
６
年
２
月
ぎ
ょ
う
せ
い
― ３ ―
共著
１
漱
石
作
品
論
集
成
第
一
巻
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
平
成
３
年
３
月
桜
楓
社
２
近
代
文
学
論
の
現
在
平
成
１０
年
１２
月
蒼
丘
書
林
３
金
沢
市
史
・
資
料
編
１５
（
学
芸
）
平
成
１３
年
３
月
金
沢
市
４
展
望
現
代
の
詩
歌
第
１
巻
（
中
桐
雅
夫
）
平
成
１９
年
１
月
明
治
書
院
論
文
１
『
平
凡
』
論
―
実
感
的
文
学
の
方
向
昭
和
４６
年
７
月
「
近
代
文
学
論
」２
号
２
「
近
代
思
想
」
を
中
心
と
し
た
大
杉
栄
の
思
想
昭
和
４８
年
３
月
「
近
代
文
学
論
」４
号
３
伊
東
静
雄
論
―
そ
の
詩
法
に
つ
い
て
昭
和
５０
年
１２
月
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要（
人
文
・
社
会
科
学
）」
第
９
巻
４
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
試
論
昭
和
５１
年
１２
月
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）」
第
１０
巻
５
青
野
季
吉
の
評
価
昭
和
５２
年
６
月
『
近
代
文
学
』
５
（
有
斐
閣
）
６
草
野
心
平
の
心
象
昭
和
５２
年
８
月
『
近
代
文
学
』
９
（
有
斐
閣
）
７
『
草
枕
』
論
昭
和
５３
年
１０
月
『
吉
田
精
一
博
士
古
稀
記
念
日
本
の
近
代
文
学
―
作
家
と
作
品
』
（
角
川
書
店
）
８
『
虞
美
人
草
』
論
昭
和
５４
年
３
月
「
近
代
文
学
論
」
１０
号
９
『
こ
ゝ
ろ
』
論
―
闇
の
中
で
呼
び
合
う
声
昭
和
５６
年
１２
月
「
島
大
国
文
」
１０
号
１０
『
そ
れ
か
ら
』
論
―
臆
病
な
知
識
人
昭
和
５９
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
４
号
１１
鮎
川
信
夫
―
「
橋
上
の
人
」
の
位
置
昭
和
５９
年
４
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１２
詩
の
類
似
性
と
い
う
こ
と
昭
和
６０
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
１０
号
１３
没
理
想
論
争
小
解
昭
和
６１
年
２
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
６
号
１４
『
舞
姫
』
注
解
二
、
三昭
和
６１
年
３
月
「
近
代
文
学
論
」
１４
号
１５
「
想
実
」
と
「
虚
実
」
―
翻
訳
語
彙
の
概
念
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
昭
和
６１
年
３
月
「
日
本
に
お
け
る
『
翻
訳
』
に
よ
る
外
国
文
学
受
容
の
研
究
」（
金
沢
大
学
文
学
部
）
１６
五
島
美
代
子
―
子
を
亡
く
し
た
母
の
悲
し
み
昭
和
６１
年
５
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
― ４ ―
１７
『
歌
の
わ
か
れ
』
―
感
覚
に
よ
る
人
間
の
恢
復
昭
和
６１
年
７
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１８
『
風
流
線
』
の
背
景
昭
和
６２
年
２
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
７
号
１９
「
力
」
と
し
て
の
自
然
と
「
美
」
と
し
て
の
自
然
昭
和
６２
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
１２
号
２０
小
野
太
三
郎
の
出
身
地
―
『
風
流
線
』
補
遺
昭
和
６２
年
７
月
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
報
「
こ
だ
ま
」
８６
号
２１
『
北
の
海
』
―
四
高
時
代
か
ら
見
る
昭
和
６２
年
１２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２２
「
哲
学
雑
誌
」
と
漱
石昭
和
６３
年
２
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
８
号
２３
表
棹
影
の
作
品
と
そ
の
意
味
昭
和
６３
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
１３
号
２４
『
松
本
白
華
航
海
録
』（
上
・
下
）
平
成
１
年
１
月
、
４
月
「
こ
だ
ま
」
９２
号
、
９３
号
２５
『
航
西
日
記
』
の
性
格平
成
１
年
２
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
９
号
２６
『
三
四
郎
』
―
遊
戯
す
る
愛
平
成
１
年
６
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２７
『
オ
シ
ア
ン
』
と
漱
石平
成
１
年
８
月
「
英
語
青
年
」
１３５
巻
５
号
２８
漱
石
と
「
数
」
―
『
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
』
を
中
心
に
平
成
２
年
１
月
「
言
語
と
文
芸
」
１０５
号
２９
新
資
料
ハ
ー
ン
の
帝
大
解
任
の
事
情
―
漱
石
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
平
成
２
年
２
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
１０
号
３０
因
明
の
論
理
―

外
の
戦
術
平
成
２
年
３
月
『
深
井
一
郎
教
授
退
官
記
念
論
文
集
』（
若
草
書
房
）
３１
『
虞
美
人
草
』
―
「
型
」
の
美
学
平
成
２
年
９
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３２
『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』
―
私
・
表
棹
影
・
お
玉
平
成
３
年
１
月
「
國
文
学
」
３３
森
山
啓
の
二
編
の
詩
―
「
生
き
埋
め
」
と
「
セ
メ
ン
ト
の
底
」
平
成
３
年
６
月
「
石
川
社
会
運
動
旧
友
の
会
会
報
」
５２
号
３４
桐
生
悠
々
と
金
沢
―
交
遊
の
周
辺
平
成
３
年
１２
月
「
石
川
社
会
運
動
旧
友
の
会
会
報
」
５３
号
３５
も
う
一
つ
の
真
珠
湾
平
成
４
年
９
月
「
石
川
社
会
運
動
旧
友
の
会
会
報
」
５７
号
― ５ ―
３６
『
草
枕
』
再
論
―
テ
キ
ス
ト
の
織
物
平
成
５
年
３
月
「
島
大
国
文
」
２１
号
３７
夏
目
金
之
助
の
厭
世
―
虚
空
に
吊
し
上
げ
ら
れ
た
生
平
成
５
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
１３
号
３８
江
戸
っ
子
の
悪
口
平
成
６
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
１９
号
３９
詩
の
復
讐
―
犀
星
晩
年
の
喪
失
感
平
成
６
年
１０
月
「
室
生
犀
星
研
究
」
１１
輯
４０
大
江
健
三
郎
の
評
論
平
成
７
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２０
号
４１
天
道
是
邪
非
邪
―
『
李
陵
』
存
疑
平
成
７
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２０
号
４２
『
越
前
竹
人
形
』
―
母
の
救
済
平
成
８
年
２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４３
〈
一
心
不
乱
〉
と
い
う
こ
と
―
『
漾
虚
集
』
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
平
成
８
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２１
号
４４
四
高
時
代
の
時
代
的
、
文
化
的
背
景
平
成
８
年
１２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
『
井
上
靖
詩
と
物
語
の
饗
宴
』
４５
此
恨
綿
綿
無
盡
期
―
近
代
文
学
異
見
平
成
９
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２２
号
４６
物
語
の
古
層＝
入
水
す
る
女
―
『
草
枕
』
と
『
春
昼
』
平
成
９
年
３
月
「
国
語
教
育
論
叢
」
６
号
４７
漱
石
と
金
沢
―
文
学
の
友
、
心
の
友
平
成
９
年
４
月
「
こ
だ
ま
」
１２５
号
４８
女
人
成
仏
、
草
木
成
仏
の
こ
と
―
『
薬
草
取
』
考
平
成
１０
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
１８
号
４９
『
文
学
論
』
の
前
提
（
一
）
―
功
利
主
義
か
ら
の
解
放
平
成
１０
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２３
号
５０
「
第
三
夜
」（『
夢
十
夜
』）
の
原
拠
と
モ
チ
ー
フ
平
成
１２
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２５
号
５１
『
彼
岸
過
迄
』
―
一
つ
の
可
能
性
平
成
１３
年
３
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
５２
『
草
枕
』
の
蕪
村
平
成
１３
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
２１
号
５３
奇
矯
な
る
金
沢
人
―
「
い
ち
が
い
も
ん
」
の
伝
統
平
成
１４
年
３
月
『
徳
田
聲
声
全
集
』
第
二
期
「
月
報
」
２７
５４
戦
争
か
ら
の
帰
還
―
戦
後
日
本
文
学
の
出
発
平
成
１４
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２７
号
５５
『
徂
征
日
記
』
に
見
る

外
の
戦
争
へ
の
ス
タ
ン
ス
平
成
１４
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
２２
号
５６
川
端
か
ら
大
江
へ
―
伝
統
の
継
承
と
断
絶
平
成
１５
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２８
号
― ６ ―
５７
足
立
栄
之
助
の
『
陣
中
日
誌
』
―
一
軍
曹
の
日
露
戦
役
従
軍
記
平
成
１５
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
２３
号
５８
二
葉
亭
四
迷
と
落
語
―
落
語
的
な
る
も
の
の
実
質
平
成
１５
年
４
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
５９
鏡
花
作
品
に
お
け
る
〈
白
山
〉
―
『
山
海
評
判
記
』
を
手
が
か
り
に
平
成
１７
年
２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
６０
〈
森
の
女
〉
の
図
像
学平
成
１７
年
６
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
６１
エ
リ
ー
ゼ
は
「
伯
林
賤
女
」
で
あ
っ
た
の
か
平
成
１７
年
１１
月
「
富
山
大
学
国
語
教
育
」
３０
号
６２
鏡
花
『
黒
百
合
』
考
―
立
山
と
洪
水
平
成
１９
年
８
月
「
山
か
ら
見
た
日
本
海
文
化
」

（
富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
）
６３
金
沢
と
近
代
文
学
平
成
２０
年
１１
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
６４
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う
雑
誌
平
成
２１
年
３
月
（
予
定
）「
言
語
と
文
芸
」
１２５
号
翻
刻
・
校
異
・
目
次
・
年
表
１
『
狩
野
亨
吉
日
記
』（
金
沢
時
代
）
の
翻
刻
（
一
）
平
成
１０
年
３
月
「
市
史
か
な
ざ
わ
」
４
号
２
石
川
近
代
文
学
年
表
平
成
１０
年
１２
月
『
軌
跡
石
川
の
文
学
』（
石
川
近
代
文
学
館
）
３
「
愛
国
婦
人
」
文
芸
関
係
主
要
記
事
（
一
）
平
成
１１
年
２
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
２４
号
４
金
沢
時
代
の
『
狩
野
亨
吉
日
記
』（
続
）
平
成
１１
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
１９
号
５
「
愛
国
婦
人
」
文
芸
関
係
主
要
記
事
（
二
）
平
成
１２
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
２０
号
６
『
千
歳
之
鉢
』
の
校
異平
成
１４
年
３
月
「
市
史
か
な
ざ
わ
」
８
号
７
翻
刻
『
我
尊
会
文
集
第
一
』（
一
）
平
成
２０
年
３
月
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
２８
号
８
翻
刻
『
我
尊
会
文
集
第
一
』（
続
）
平
成
２１
年
３
月
「
金
沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系
論
集
言
語
・
文
学
篇
」
１
号
テ
キ
ス
ト
１
『
近
代
小
説
―
鑑
賞
と
研
究
』（
二
葉
亭
四
迷
担
当
）
昭
和
５０
年
２
月
東
京
堂
― ７ ―
２『
女
流
文
学
の
現
在
』（
森
茉
莉
担
当
）
昭
和
６０
年
４
月
学
術
図
書
出
版
社
３
『
古
典
の
再
発
見
―
今
、
生
き
方
の
糧
と
し
て
』（『
草
枕
』
担
当
）
昭
和
６０
年
９
月
金
沢
大
学
公
開
講
座
テ
キ
ス
ト
４
『
石
川
の
文
学
を
読
む
』（「
四
高
出
身
の
詩
人
た
ち
」
担
当
）
平
成
１
年
１０
月
金
沢
大
学
公
開
講
座
テ
キ
ス
ト
辞
典
・
事
典
１
『
現
代
作
家
事
典
』
昭
和
４８
年
８
月
東
京
堂
２
『
現
代
小
説
事
典
』（
近
藤
啓
太
郎
『
海
人
舟
』
佐
木
隆
三
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
協
定
』
宮
原
昭
夫
『
誰
か
が
触
っ
た
』）
昭
和
４９
年
１２
月
至
文
堂
３
『
直
木
賞
事
典
』（
山
口
瞳
『
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
』
和
田
芳
恵
『
塵
の
中
』）
昭
和
５２
年
６
月
至
文
堂
４
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
泉
大
八
、
里
村
欣
三
、
日
本
近
代
文
学
研
究
所
、「
文
明
」）
昭
和
５２
年
１１
月
講
談
社
５
『
歴
史
小
説
・
大
衆
小
説
事
典
』（
五
味
康
祐
『
柳
生
武
芸
帖
』）
昭
和
５４
年
３
月
至
文
堂
６
『
近
代
日
本
文
学
小
辞
典
』（
梅
崎
春
生
、唐
木
順
三
、桑
原
武
夫
等
３３
項
目
）
昭
和
５６
年
２
月
有
斐
閣
７
『
新
版
現
代
作
家
事
典
』（
金
井
美
恵
子
、
富
士
正
晴
、
古
井
由
吉
、
矢
代
静
一
、
吉
田
知
子
、
吉
村
昭
、
李
恢
成
）
昭
和
５７
年
７
月
東
京
堂
８
『
机
上
版
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
泉
大
八
、
里
村
欣
三
）
昭
和
５９
年
１０
月
講
談
社
９
『
日
本
現
代
詩
事
典
』（
高
見
順
、
長
田
恒
雄
、
前
衛
詩
人
、
白
山
詩
人
）
昭
和
６１
年
２
月
桜
楓
社
１０
『
作
品
別
近
代
文
学
研
究
事
典
』（
大
江
健
三
郎
『
飼
育
』『
個
人
的
な
体
験
』、
古
井
由
吉
『
杳
子
』）
昭
和
６２
年
７
月
臨
増
号
「
國
文
学
」
１１
『
夏
目
漱
石
事
典
』（
漱
石
の
金
銭
感
覚
）
平
成
２
年
７
月
学
燈
社
１２
『
石
川
県
大
百
科
事
典
』（
永
瀬
清
子
、
濱
口
國
雄
、
北
辰
会
雑
誌
、
石
川
の
詩
人
）
平
成
５
年
８
月
北
國
新
聞
社
１３
『
日
本
現
代
文
学
事
典
』（
西
東
登
、
阪
田
寛
夫
、
滝
田
樗
陰
、
土
田
杏
村
、
古
井
由
吉
ら
）
平
成
６
年
６
月
明
治
書
院
１４
『
現
代
詩
大
事
典
』（
石
原
吉
郎
、
粒
来
哲
蔵
、
粕
谷
栄
市
、
ロ
シ
ナ
ン
テ
、
北
陸
の
詩
史
）
平
成
２０
年
１
月
三
省
堂
１５
『
室
生
犀
星
事
典
』（
井
上
靖
、『
鮠
の
子
』、『
末
野
女
』、『
明
治
の
思
ひ
』）
平
成
２０
年
７
月
鼎
書
房
書
評
・
新
刊
紹
介
１
吉
田
知
子
著
『
蒼
穹
と
伽
藍
』
昭
和
４９
年
３
月
１６
日
「
図
書
新
聞
」
２
中
村
光
夫
著
『
あ
る
女
』
昭
和
４９
年
７
月
２７
日
「
図
書
新
聞
」
― ８ ―
３広
瀬
朝
光
著
『
小
泉
八
雲
論
―
研
究
と
資
料
』
昭
和
５３
年
１
月
「
文
芸
研
究
」
８７
号
４
島
根
郷
土
資
料
刊
行
会
編
『
西
田
千
太
郎
日
記
』
昭
和
５３
年
１
月
「
山
陰
文
化
研
究
所
紀
要
」
１８
号
５
上
田
博
著
『
石
橋
湛
山
―
文
芸
、
社
会
評
論
家
時
代
』
平
成
４
年
１０
月
「
日
本
近
代
文
学
」
４７
集
６
井
上
百
合
子
先
生
記
念
論
文
集
『
近
代
の
文
学
』
平
成
６
年
７
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
７
岡
三
郎
著
『
夏
目
漱
石
研
究
第
三
巻
』
平
成
８
年
６
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
８
熊
本
近
代
文
学
研
究
会
編
『
熊
本
の
漱
石
』
平
成
９
年
６
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
９
和
田
勉
著
『
古
井
由
吉
論
』
平
成
１２
年
３
月
「
昭
和
文
学
研
究
」
４０
集
１０
平
岡
敏
夫
著
『
漱
石
あ
る
佐
幕
派
子
女
の
物
語
』
平
成
１２
年
９
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１１
萬
田
務
著
『
漱
石
と
芥
川
を
読
む
ー
愛
・
エ
ゴ
イ
ズ
ム
・
文
明
』
平
成
１４
年
１２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１２
橘
正
典
著
『
鏡
花
変
化
帖
』
平
成
１４
年
１２
月
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
１８
号
１３
松
村
昌
家
編
『
夏
目
漱
石
に
お
け
る
東
と
西
』
平
成
１９
年
１１
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
小
論
文
・
解
説
・
エ
ッ
セ
ー
１
新
し
い
文
学
世
代
の
肖
像
（
金
井
美
恵
子
、
吉
田
知
子
）
昭
和
４７
年
６
月
「
國
文
学
」
臨
時
増
刊
号
２
北
村
透
谷
の
文
明
論
―
『
漫
罵
』
を
中
心
に
昭
和
４８
年
２
月
「
国
語
」（
東
京
書
籍
）
１１６
号
３
新
世
代
の
作
家
た
ち
（
高
橋
た
か
子
、
津
島
佑
子
、
李
恢
成
）
昭
和
４８
年
５
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
昭
和
作
家
研
究
法
（
高
見
順
）
昭
和
５０
年
７
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
５
文
学
に
お
け
る
妻
の
投
影
（
高
橋
和
巳
）
昭
和
５０
年
１２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
６
日
本
近
代
文
学
研
究
必
携
（
野
坂
昭
如
）
昭
和
５２
年
１
月
学
燈
社
７
文
学
の
旅
へ
の
招
待
―
松
江
昭
和
５２
年
７
月
「
國
文
学
」
８
後
藤
明
生
『
私
的
生
活
』
昭
和
５２
年
９
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
９
も
う
一
人
の
漱
石
―
山
水
画
真
贋
騒
ぎ

末
記
昭
和
５６
年
２
月
１８
、
１９「
山
陰
中
央
新
報
」
１０
松
本
た
か
し
昭
和
５８
年
２
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１１
研
究
動
向
高
見
順
昭
和
５８
年
２
月
「
昭
和
文
学
研
究
」
６
集
１２
文
学
紀
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
丹
後
半
島
・
城
崎
、
金
沢
）
昭
和
６０
年
１１
月
「
國
文
学
」
臨
時
増
刊
号
― ９ ―
１３
近
代
文
学
研
究
書
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
矢
野
峰
人『
蒲
原
有
明
研
究
』、松
村
緑
『
薄
田
泣
菫
』）
昭
和
６０
年
１２
月
「
國
文
学
」
１４
近
代
文
学
研
究
・
情
報
と
資
料
（
青
野
季
吉
）
昭
和
６１
年
１１
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１５
「
裸
像
」
の
復
刻
―
中
野
の
初
期
詩
編
に
注
目
平
成
１
年
１０
月
２５
日
「
北
國
新
聞
」
１６
近
代
文
学
の
ふ
る
さ
と
〈
東
日
本
篇
〉（
室
生
犀
星
『
幼
年
時
代
』、『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』）
平
成
３
年
３
月
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
１７
『
千
石
喜
久
全
作
品
集
』
を
推
す
平
成
３
年
１０
月
７
日
「
北
陸
中
日
新
聞
」
１８
能
登
は
い
ら
ん
か
い
ね平
成
４
年
１
月
「
石
川
県
社
会
運
動
・
旧
友
の
会
会
報
」
５４
号
１９
『
新
・
現
代
文
学
研
究
必
携
』（
古
井
由
吉
）
平
成
４
年
１０
月
学
燈
社
２０
「
有
磯
」
の
海
―
高
見
順
素
描
平
成
５
年
３
月
「
個
人
誌
Ｂ
」
５
号
２１
文
人
俳
句
の
雅
趣
―
諧
謔
と
イ
ロ
ニ
―
平
成
６
年
３
月
松
原
敏
句
集
『
人
嫌
い
』
２２
『
妻
隠
』
―
〈
新
開
地
〉
と
い
う
異
和
平
成
６
年
４
月
『
古
井
由
吉
初
期
作
品
研
究
』（
上
田
研
究
室
）
２３
新
『
漱
石
全
集
』
の
こ
と
な
ど
平
成
６
年
５
月
「
日
本
近
代
文
学
」
５０
集
２４
『
古
井
由
吉
氏
・
文
学
を
語
る
』
平
成
６
年
６
月
金
沢
大
学
上
田
研
究
室
２５
「
詩
誌
か
ら
」（
５
回
）平
成
６
年
１０
月
２０
〜
平
成
７
年
６
月
２２
日
「
北
國
新
聞
」
２６
失
わ
れ
て
行
く
言
葉
の
呪
力
―
昭
和
万
葉
集
の
中
西
氏
の
一
首
平
成
７
年
１１
月
２
日
「
北
國
新
聞
」
２７
春
の
水
の
誘
惑
―
『
草
枕
』
幻
想
平
成
８
年
１
月
「
個
人
誌
Ｂ
」
８
号
２８
名
も
な
き
道
を
行
く
な
か
れ
―
四
高
寮
歌
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
平
成
８
年
６
月
３０
日
「
北
國
新
聞
」
２９
孤
独
な
詩
心
の
糾
合
―
石
川
詩
人
会
に
期
待
平
成
９
年
５
月
２５
日
「
北
國
新
聞
」
３０
塩
寮
の
浜
に
立
つ
ー
森

外
の
台
湾
従
軍
行
平
成
１０
年
７
月
２６
日
「
北
國
新
聞
」
３１
書
評
堀
内
助
三
郎
著
『
冬
二
の
風
景
』
平
成
１０
年
９
月
２１
日
「
北
國
新
聞
」
３２
宮
本
善
一
さ
ん
を
悼
む平
成
１２
年
９
月
１０
日
「
北
國
新
聞
」
３３
俳
句
と
装
画
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
展
を
鑑
賞
し
て
平
成
１３
年
２
月
５
日
「
北
國
新
聞
」
３４
浜
田
知
章
と
内
灘
、
鏡
花
『
湖
の
ほ
と
り
』
平
成
１３
年
３
月
『
内
灘
砂
丘
と
文
学
』（
内
灘
町
）
― １０ ―
３５
一
本
の
杭
を
打
ち
こ
む
―
宮
本
善
一
さ
ん
の
詩
業
平
成
１４
年
８
月
『
宮
本
善
一
全
詩
集
』（
能
登
印
刷
出
版
部
）
３６
島
田
清
次
郎
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
金
沢
の
三
文
豪
平
成
１４
年
６
月
『
石
川
歴
史
館
』（
北
國
新
聞
社
）
３７
一
軍
曹
の
日
露
戦
争
従
軍
記
―
足
立
栄
之
助
の
『
陣
中
日
誌
』
に
ふ
れ
て
平
成
１５
年
４
月
３
、
４
日
「
山
陰
中
央
新
報
」
３８
文
学
の
ジ
ョ
ー
シ
キ
〈
加
賀
の
三
タ
ロ
ー
〉
平
成
１６
年
４
月
１１
日
「
北
國
新
聞
」
３９
「
画
と
句
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
展
」
断
想
平
成
１６
年
５
月
１８
日
「
北
國
新
聞
」
４０
文
学
の
ジ
ョ
ー
シ
キ
〈
藤
岡
作
太
郎
〉
平
成
１６
年
７
月
１１
日
「
北
國
新
聞
」
４１
文
学
の
ジ
ョ
ー
シ
キ
〈
石
川
の
詩
人
〉
平
成
１６
年
１２
月
５
日
「
北
國
新
聞
」
４２
書
評
松
原
敏
著
『
顔
の
あ
る
落
ち
葉
』
平
成
１７
年
１
月
２３
日
「
北
國
新
聞
」
４３
日
韓
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
の
五
年
間
平
成
１８
年
１１
月
「
日
本
近
代
文
学
」
７５
集
４４
『
が
ん
ば
り
や
の
作
太
郎
』
解
説
平
成
１８
年
１２
月
北
國
新
聞
社
４５
紹
介
松
田
章
一
著
『
暁
烏
敏
の
挑
戦
』『
暁
烏
敏
の
詩
歌
』
平
成
２０
年
３
月
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
３３
号
４６
豊
か
な
詩
の
華
々
―
「
北
陸
現
代
詩
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
完
結
に
寄
せ
て
平
成
２０
年
３
月
１６
日
〜
５
月
４
日
「
北
陸
中
日
新
聞
」（
７
回
）
４７
注
目
の
一
冊
笠
森
勇
著
『
犀
星
と
周
辺
の
文
学
者
』
平
成
２１
年
１
月
１１
日
「
北
國
新
聞
」
― １１ ―
